
参考様式

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

春富地区

平成２３年６月

長野県伊那市



１１１１．．．．数値目標数値目標数値目標数値目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況のののの確認確認確認確認（（（（確定値確定値確定値確定値））））

様式様式様式様式4444－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式様式様式様式4444－－－－②②②②　　　　そのそのそのその他他他他のののの数値指標数値指標数値指標数値指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

32

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別

65

見込み・確定
の別

60 ○

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

指　標 従前値 目標値

指標１ 避難所耐震化率 ％ 35

事後評価

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

65

計測時期

H23年4月

H23年4月

指標４

32指標２

総合所見

予定事業の着実な実施により、地区内の公共
施設（小通学校体育館、地区内集会施設）の
耐震化が進み、期待以上の結果が得られた。

避難経路整備率 ％ 25

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

H　　年　月

道路事業の実施により、基幹避難所
周辺道路の安全性が向上し、期待ど
おりの成果が得られた。

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３

H　　年　月

32

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

その他の
数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

H　　年　月



２２２２．．．．今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策のののの検証検証検証検証

様式様式様式様式4444－－－－③③③③　「　「　「　「今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策」」」」のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

様式様式様式様式4444－－－－④④④④　　　　フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップによりによりによりにより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加がががが考考考考えられるえられるえられるえられる今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策

　なし

・集会施設の耐震化のさらなる促進

・必要性の高い道路の改良の計画的な実施

具体的内容 実施時期

事後評価シート　添付様式5－③から転記

今後の課題　その他特記事項

・防災訓練等を通じ、引き続き地域住民に対して避難所や
　避難経路の周知

・良好な道路環境の維持

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・区長会やホームページで、集会施設の耐震診断及び新
　築・改築に関する補助制度を紹介

・通学路や交通量の多い路線など必要性の高い道路の改
　良を実施

実施した結果

・地域住民の防災に対する意識の高揚と避難所
　の周知が図られた。

・歩行者及び車両の安心・安全な通行を確保す
　ることができた。

・成果を持続させるために
行う方策

・おでかけ講座を通じ、地域住民に対して避難所を周知
・おでかけ講座の際、地域住民に防災マップを配布
・広報誌やホームページによる防災関連情報の発信

実施した具体的な内容

・危険箇所の把握と適切な維持・補修により、
　道路環境の維持が図られた。

・集会施設の耐震化において課題となる財源に
　ついて、施設管理者に周知することができ
た。

・危険箇所パトロールの実施
・道路維持事業の実施

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

避難所の周知

道路環境の維持

集会施設の耐震化

道路の整備


